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幼児向け

その他のおすすめの本

『あーそーぼ』
やぎゅうまちこ／さく

福音館書店　￥900（税別）

『うおいちば』
安江リエ／ぶん　田中清代／え

福音館書店　￥900（税別）

『かぁかぁもうもう』
丹治匠／さく

こぐま社　￥1,200（税別）

『トルーシー・トルトルとトラ』
ヘレン・スティーヴンズ／作　ふしみみさを／訳

BL出版　￥1,500（税別）

『ふくろうおやこ　おやここうもり』
マリー＝ルイーズ・フィッツパトリック／作

BL出版　￥1,300（税別）

『ぺんぎんたいそう』
齋藤槇／さく

福音館書店　￥800（税別）

『ぼくのいちにちどんなおと?』
山下洋輔／文　むろまいこ／絵

福音館書店　￥1,400（税別）

『まどべにならんだ五つのおもちゃ』
ケビン・ヘンクス／作・絵　松井るり子／訳

徳間書店　￥1,600（税別）

『フラダン』
古内一絵／作

小峰書店　￥1,500（税別）

『ペーパーボーイ』
ヴィンス・ヴォーター／作　原田勝／訳

岩波書店　￥1,700（税別）

『ミライの授業』
瀧本哲史／著

講談社　￥1,500（税別）

『昔話法廷』
NHKEテレ「昔話法廷」制作班／編　今井雅子／原作　イマセン／法律監修　伊野孝行／挿画

金の星社　￥1,300（税別）

『メディチ家の紋章』上・下
テリーザ・ブレスリン／作　金原瑞人／訳　秋川久美子／訳
小峰書店　￥2,000（上）、￥1,800（下）（税別）

『夜間中学へようこそ』
山本悦子／作

岩崎書店　￥1,500（税別）

『焼き肉を食べる前に。』
中川洋典／聞き手・絵

解放出版社　￥1,800（税別）

『私のスポットライト』
林真理子／著

ポプラ社　￥1,300（税別）

　友だちに「あーそーぼ」と声をかけると、返事は
みんな「あーとーで」。だって、みんな何かの「まっさ
いちゅう」。一緒に済ませて、さあ遊ぼう!リズミカル
な文章で、親子で口ずさむのも、ひとりで読むのも
楽しい絵本。

　きよの家族は魚市場で働いている。魚市場に連
れて行ってもらったきよは、おばあちゃんの誕生日
祝いに、好物の金目鯛を探すよう頼まれる。魚が運
びこまれ、セリにかけられる様子など、魚市場の一
日がいきいきと描かれている。

　からすの声は、「かぁかぁかぁ」。うしの声は「もう
もうもう」。どちらが早く、長く、そして上手に鳴き
声を出すことができるのか。お互いが競い合いなが
ら、最後は仲良く、テンポよく話が進んでいく掛け
合い絵本。

　泥棒のパパは、しっかりものの娘が見ていない間
に、動物園でいろいろな物を盗んでしまう。そんな
パパを懲らしめたのは、一頭のトラ。親子が織りな
す楽しい物語と、ユニークな登場人物たちの心あ
たたまる関係を描きだす。

　木の枝にとまって眠る「ふくろうおやこ」。ぶらさ
がって眠る「おやここうもり」。そこに、大風が吹い
てきたので、さぁ大変!!上からも下からも見て楽し
める、字のない絵本。たくさんのお話を作ってみま
しょう。

　「ぺんぎんたいそうはじめるよ」。２匹のペンギン
が首を伸ばしたり、腕をパタパタしたり、足をあげた
り。絵本を読みながら思わず体が動いてしまう楽し
い絵本。福音館書店のホームページでは、音楽の
ついた動画を見ることができる。

　顔を洗う音、積み木が崩れる音、お母さんのこご
と…。音をテーマにこうちゃんの１日の生活が描か
れている。躍動感あふれる絵と擬音で表現されるリ
ズムが楽しく、読み聞かせにおすすめの１冊。

　窓辺に並んだおもちゃたちが、外を眺めて何かを
待っている。季節が移り変わるとともに、不思議な
もの、綺麗なものが見える。でも、自分が待っている
ものが見えると一番うれしい。おもちゃたちの気持
ちが伝わってくる絵本。

　穣はイケメンの転校生、宙彦に引きずられるよう
にフラダンス愛好会に入部した。予想以上に奥の
深いフラダンスに夢中になっていくが、個性的な愛
好会のメンバーの事情も徐々に明らかになる。東
日本大震災を背景にした小説。

　吃音症のため、人と話すことが苦手な少年。彼は
友人の代役で始めた新聞配達をする中で、様々な
人と知り合う。他者との出会いを通じて成長してい
く少年のひと夏を描く。1959年のアメリカを舞台
に、著者自身の体験を元にした物語。

　なぜ勉強しなければならないのか。それは「未来
をつくるため」!?ナイチンゲールから大村智まで、19
人の変革者たちを取り上げ、そのための５つの法
則を授業形式で紹介する。可能性に満ちあふれた
中学生に贈る特別講義。

　物語の登場人物を、現在の法律で裁くとしたら
どうなるのだろう。三匹のこぶたは「殺人罪」と
「正当防衛」のどちらだろうか。裁判員制度を考え
る話題のテレビ番組を小説化。「三匹のこぶた」の
他、２つの裁判が収録されている。

　16世紀のイタリア、ある事件に巻き込まれた少年
マッテオは溺れかけ、レオナルド・ダ・ヴィンチに助け
られる。彼の助手になり仕事を始めるが、戦争に巻き
込まれてしまう。やがて明らかになる主人公の出生
の秘密…。芸術作品の制作過程も描かれている。

　屠畜業に従事する９人の職人へのインタビュー
集。絵本作家が取材し、挿絵も忠実に描いている。
精肉作業、命の尊厳、仕事への思い、世の中の偏見
など、一つの仕事を通してじっくり考えることがで
きる。

　文化祭のクラス劇で主役を押し付けられた彩
希。しかし、次第に演技をすることに魅力を感じ、そ
の後、劇団に入団する。劇団は厳しくも楽しいが、
中学生らしい悩みは尽きない。周囲の人と関わり
ながら夢を見つけ、成長する女の子の物語。 

● 『いろがみびりびりぴったんこ』
 松田奈那子／作　アリス館　¥1,100（税別）

● 『うみのそこたんけん』
 中川ひろたか／ぶん　澤野秋文／え　アリス館　¥1,400（税別）

● 『おたからパン』
 真珠まりこ／作・絵　ひさかたチャイルド　¥1,200（税別）

● 『かあちゃんえほんよんで』
 かさいまり／文 　北村裕花／絵　絵本塾出版　¥1,300（税別）

● 『かげはどこ』
 木坂涼／ぶん　辻恵子／え　福音館書店　¥900（税別）

● 『きをつけて　おおかみだ!』
 セドリック・ラマディエ／ぶん　ヴァンサン・ブルジョ／え　たにかわしゅんたろう／やく　ポプラ社　¥1,200（税別）

● 『10ねこ』
 岩合光昭／作　福音館書店　¥900（税別）

● 『ぞうきばやしのすもうたいかい』
 広野多珂子／作　廣野研一／絵　福音館書店　¥900（税別）

● 『だーれのは?』
 新井洋行／作　講談社　¥900（税別）

● 『パンダなりきりたいそう』
 いりやまさとし／作　講談社　¥1,000（税別）

● 『ピーレットのやさいづくり』
 ウルリカ・ヴィドマーク／文　イングリッド・ニイマン／絵　高橋麻里子／訳 　岩波書店　¥1,000（税別）

● 『わかってるもん』
 ひろかわさえこ／著　ハッピーオウル社　¥1,300（税別）

● 『昆虫たちの世渡り術』
 海野和男／著　河出書房新社　¥1,300（税別）

● 『生命の始まりを探して僕は生物学者になった』
 長沼毅／著　河出書房新社　¥1,300（税別）

● 『空から宝ものが降ってきた!』
 伊藤親臣／著　旬報社　¥1,500（税別）

● 『駅鈴（はゆまのすず）』
 久保田香里／作　坂本ヒメミ／画　くもん出版　¥1,600（税別）

● 『人をつくる言葉』
 大村智／著　毎日新聞出版　¥1,000（税別）

● 『マレットファン』
 村中李衣／作　新日本出版社　¥1,400（税別）

● 『ラミッツの旅』
 グニッラ・ルンドグレーン／作　きただいえりこ／訳　さ・え・ら書房　¥1,400（税別）

　戦後の混乱で学校に通えなかった優菜の祖母。
代わりに字を読んでくれた夫の死をきっかけに、76
歳にして夜間中学に通い始める。だが通学途中に
ケガをしてしまい、優菜が付き添うことに…。老若
男女、様々な国の人が集う「夜間中学」を描く。

ゆたか おき ひこ


